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裏面紹介  
 
◇ 兵高教第32次教育研究集会案内 
◇ 2021 World Teachers Day 
◇ 障教ネット登録案内  他 

東
京
都
を
は
じ
め
19
都
道
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
て
い
る
な
か
、
第
１
１
０
回
定
期
大
会
は
、
原
則
全
代

議
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
、
異
例
の
か
た
ち
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。 

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
清
水
秀
行
中
央
執
行
委
員
長

は
、
ま
ず
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
中
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
医
療
現
場
を
守
り
、
私

た
ち
の
い
の
ち
と
生
活
を
守
る
た
め
に
、
感
染
症
の
終
息
ま

で
、
保
護
者
・
地
域
の
人
び
と
・
教
職
員
・
医
療
従
事
者
が

と
も
に
手
を
携
え
て
と
り
く
ん
で
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
続
け
て
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
状
況
が
依
然
と
し
て

深
刻
で
あ
る
こ
と
、
過
度
に
競
争
的
な
学
校
環
境
が
い
じ

め
・
不
登
校
を
は
じ
め
様
々
な
深
刻
な
問
題
を
生
み
出
し
て

い
る
こ
と
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
等
現
下
の
課
題
を
指
摘

し
、
今
後
の
日
教
組
の
と
り
く
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
述

べ
、「
憲
法
・
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
の
実
現
」「
す
べ

て
の
子
ど
も
の
ゆ
た
か
な
学
び
の
保
障
」「
働
き
方
改
革
の

推
進
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
環
境
の
実
現
」「
組

織
の
拡
大
・
強
化
、
運
動
の
継
承
・
発
展
」「『
教
育
福
祉
・

Edufare

』
社
会
の
実
現
」、「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る

な
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
組
合
員
の
先
頭
に
立
っ
て

社
会
的
対
話
を
す
す
め
、
運
動
を
展
開
し
て
い
く
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。 

質
疑
・
討
論
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
に
係
り
、
教
職
員
、
と
り
わ
け
養
護
教
諭
の
負
担
・
リ

ス
ク
が
著
し
く
増
大
し
て
い
る
こ
と
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
急

速
な
導
入
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
拡
大
等
に
と
も
な
う

様
々
な
課
題
が
多
く
の
単
組
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
改
正
給
特
法
の
下
で
も
教
職
員
の
長
時
間
労
働
が
依
然

と
し
て
解
消
さ
れ
て
い
な
い
実
態
、
定
年
延
長
と
高
齢
期
雇

用
お
よ
び
人
財
確
保
に
係
る
諸
課
題
、
免
許
更
新
制
の
廃
止

に
向
け
た
動
向
と
研
修
の
管
理
強
化
へ
の
懸
念
、
教
科
書
検

定
と
採
択
に
係
る
問
題
等
、
多
岐
に
わ
た
る
報
告
や
問
題
提

起
が
行
わ
れ
、
現
場
の
教
職
員
の
厳
し
い
状
況
を
共
有
し
、

活
発
な
議
論
を
行
い
、
全
国
連
帯
で
の
と
り
く
み
の
重
要
性

を
確
認
し
ま
し
た
。 

提
出
さ
れ
た
22
本
の
議
案
の
う
ち
、
郵
便
投
票
を
要
す

る
規
約
改
正
に
係
る
議
案
を
除
く
21
本
の
議
案
は
す
べ
て

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
最
後
に
、「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

学
校
を
め
ざ
し
、
現
場
か
ら
の
教
育
改
革
を
す
す
め
る
特
別

決
議
」「
学
校
の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
、
だ
れ
も
が
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
の
実
現
を
求
め
る
特
別
決
議
」「
平
和
・

９
月

25
日
（
土
）
・

26
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
日
教
組
第
１
１
０
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、

一
般
経
過
報
告
、
お
よ
び
当
面
の
と
り
く
み
方
針
の
決
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
兵
高
教
か
ら
は
大
会
代
議
員
と
し

て
西
村
執
行
委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 
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日教組第 110回定期大会開催 
大会宣言  

 
新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、医療現場はひっ迫しています。そして、経

済活動の停滞によってさらに貧困が拡大しています。様々な感染防止対策が求められるものの、
自粛要請に対する不信や先の見えない不安が、人々の心を孤立化させています。社会情勢を反映

して、子どもをとりまく環境は厳しさを増しています。子どもの明るい未来のためには、すべて
の人の人権や多様性が尊重される社会の実現にむけ、憲法・子どもの権利条約の具現化を求めて
いくことが必要です。  
教職員の多忙な勤務や教員免許更新制が一因とされる慢性的な欠員や教員志願者の減少など

の人員確保に係る課題は深刻化し学校現場を疲弊させています。さらに、首相による異例ともい
える学校休業要請をはじめとした教育への政治介入などは、学校現場に苦悩と混乱を招く事態を
生じさせてきました。私たちは、現場の実態をふまえたボトムアップの政策実現により、学校を
持続可能なものとするため、日教組本部・専門部・単組・支部・分会が連携して運動をすすめな
ければなりません。  
感染症対策を講じながらの学校生活では、多くの活動が制限され、行事等の変更も余儀なくさ

れてきました。制約の多い学校生活が長期間にわたることで、子どもへの心身の負担は増大して
おり、教職員は子どもに寄り添った対応をすべく奮闘しています。しかし、過密なカリキュラム
によって、子ども一人ひとりとむき合う時間の確保は依然として困難な状況です。ゆたかな学び
の保障にむけ、子どもが主体となる教育実践にとりくみ、子どもや地域の実態をふまえたカリキ

ュラムづくりをすすめていく必要があります。  
改正給特法により上限規制は設けられたものの、遵守するための具体的政策は示されず、長時

間労働の是正は遅々としてすすんでいません。それどころか、感染症への対応など、学校現場の
負担はますます増えています。教職員が実感できる働き方改革の実現にむけ、業務削減や定数改
善を求めるとともに、給特法の廃止・抜本的な見直しにむけ、組織の総力を挙げてとりくみます。  
感染症の拡大を契機に憲法への「緊急事態条項」の必要性を訴え、憲法「改正」を強く求める

動きがあります。今行うべきは、憲法「改正」ではなく、だれもが安心してくらせる社会をめざ
し、「だれ一人とり残さない」SDGs の実現にむけ、広範な市民との運動をすすめることです。  
感染症の影響により学校・医療現場の課題は増大しています。このような状況だからこそ、組

織の団結を強め、困難を一つひとつ乗り越えていかなければなりません。運動の原点は職場にあ
り、それを全国連帯で力強くすすめるためには、組織拡大・強化は喫緊の最重要課題です。日教
組運動の継承とさらなる発展にむけ、組織拡大・強化に全力でとりくみます。  
日教組は、今大会で決定された方針のもと、子どものゆたかな学びの保障、教職員のいのちと

健康を守る勤務労働条件の確立、そして、平和・人権・環境・共生を尊重する民主的な社会の実

現にむけ、力強く運動をすすめます。  
以上、宣言します。 

2021年9月26日 
日本教職員組合 第110回定期大会 

人
権
・
民
主
主
義
を
守
り
、

憲
法
の
理
念
を
未
来
に
つ
な

ぐ
特
別
決
議
」
の
３
本
の
特

別
決
議
を
採
択
し
、
二
日
間

に
わ
た
る
定
期
大
会
を
終
え

ま
し
た
。 

団結がんばろう！          清水委員長あいさつ 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

 

日教組 

障害のある教職員ネットワークに登録しませんか？ 
日本教職員組合では、2014年３月「障害のある教職員ネットワーク」を結成

し、ひとりで悩んでいることを話し合える場、仲間とつながる場としてスタートしま

した。 

全国集会の開催や障害をもって働く教職員の声を集め、文科省要請などに

とりくんでいます。教職員採用試験における差別的要件は、20年度採用からす

べての自治体で撤廃されています。 

一人ひとりの声を、組合の声として届けてきた成果です。 

今、必要なことは、障害者活躍推進計画など新たな制度が様々に検討・導入

されていくなか、その内容を真に障害をもって働く教職員に資する内容にしてい

くとりくみです。 

一人ひとりの声をこのネットワークの中で共有し、組合の声として関係機関に

届けていくことが制度や環境を変えるきっかけになります。誰もが働きやすい職

場、働き続けられる環境整備を求めて、一緒に声をあげませんか？ 
 
【登録対象者】 

◆障害者手帳を取得している教職員 

◆障害者手帳を取得していないが、難病等機能障害があり、日常生活に相当

の制限を受ける状態にある教職員 
 
※障教ネットにご登録いただける方は、同時に組合に 

ご加入ください。 
 
登録希望・お問合せは、兵高教書記局まで 

   078-261-0829／hyokokyo@pearl.ocn.ne.jp  

どなたでもご参加いただけます。 

日々の教育実践をもとに協議し、子どもたちを中心に据え、今日の 

社会や教育について課題を共有し、ともに学びましょう。 

オンライン参加も可能です。書記局までお問い合わせください。 

１０月１６日（土）・兵高教第３２次教育研究集会開催 

日政連・第 26回参議院議員選挙候補予定者 

１０月５日はWorld Teachers Day です。 
 
教育・教員への支援、および将来を担う子どもたちに充分な教育を施せるよう求め

ることを目的とし、1994年から毎年１０月５日に行われている国際デーです。 
 教育インターナショナル（EI）は、１０月５日２０：00（日本時間）より、新型コロナウイル 
ス感染症で亡くなった教育関係者を追悼する“Tribute Event”を 
オンラインで開催します。視聴には事前登録が必要です。下記のEI 
ホームページをご確認ください。 

https://www.ei-ie.org 

Paying tribute, taking action. 
 


